
これが「大学教員の質低下」問題に？

基礎科学や社文系の衰退 研究の多様性確保が困難

「科学技術を産み出し同時にそれを使う人を産み出す唯一の場」である大学の衰退→日本の国際競争力低下

研究者が大学マネジメント？

複数プ ジ クトでの研究 接経費が 欲

↓これが予算の効率的使用に関する問題に

近視眼的研究
に偏向？ 稼ぎ頭は学内外で重宝

「研究能力＝研究費獲得能力」？
これが「大学教員の質低下」問題に？

これが「大学教員や研究者の魅力低下」問題に？
運営交付金の削減

更によい装置買うかな

もう一台装置買うかな

研究推進への寄与が多少低くても・・・

数年後，再雇用のために

複数プロジェクトでの研究
資金管理と実際の研究推

進現場とのズレ

間接経費がもっと欲しい

勉強のために自由に学会
や研究会に行きたい

↓これがポスドク問題に

特定の人に巨額の
資金と人が集中

お金使わなきゃ

もう 台装置買うかな

ポスドクを雇う

また競争的資金が必要

資金があまるから翌年度
に繰り越したい

若手は大型装置を

予算申請書やら
書類作成が多い

不採択

採択

お金使わなきゃ
若手は大型装置を

保有しにくい博士の増加政策

研究活動と学生の指導に支障をきたし，
これが「大学は優秀な人材を輩出してい
ないのではないか？ の問題につながる？

うまくこのループが回りだすと・・・

学生指導
申請書かかなきゃ

作成に膨大な時間

営業活動

ないのではないか？」の問題につながる？

ポスドクを雇う（雇いたい）

実験しなきゃ研究資金獲得しなきゃ

自分ですべて実験できない
（他の業務もあるから）

学会発表しなきゃ

企業との共同研究

競争的資金に依存傾向
の科学技術政策

営業活動

文献調査しなきゃ

研究を進めたい
（研究が進んでない）

業績上げたい

業務やらなきゃ
（講義，大学運営etc）

日本の科学･技術
なんとかしなきゃ！

スタート

文献調査しなきゃ

国

なんとかしなきゃ！

研究ができなくなる恐怖

学生を学会にも出席させられない恐怖
（成長の機会を奪ってしまう恐怖） ）
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